


















目的 

呼吸運動は生命維持に不可欠なもので生体にとって格別に重要なものでありこれまでに多

くの基礎的、臨床的研究がなされてきた。しかしそのニューロン機構は複雑で、呼吸リズ

ムがどうして発生しているのかということは未だ全くわかっていない。電気生理学的には

これまでにも多くの基礎となる事実が得られている。呼吸の各相において発火するさまざ

まな型のニューロンが脳幹内に存在しており、それら脳幹のニューロン群は、背側群(孤束

腹外側核)、腹側群(疑核複合体)、内側脚傍核に特にまとまって存在し、また網様体中にも

ニューロンが散在していることが知られている。しかし個々のニューロンの詳細な特性、

それらの間の相互関係、線維連絡は知られておらず、また未だ発見されていない重要なニ

ューロン群が存在する可能性もあり呼吸リズム発生の機序は依然として不明である。これ

は臨床的にも大問題で、例えば睡眠中の突然死、特に乳幼児の突然死が呼吸系の異常に関

連するものと考えられているが、この研究の遅れはその原因究明のための大きな障害とな

っている。 

ただ現在、非常に重要な進歩がなされつつある。それは腹側群吻側(retrofacial nucleus

の近傍)に位置する一群の呼息性ニューロンが抑制性であり、脳幹や脊髄に投射し吸息性ニ

ューロン群を抑制していることがほぼ確定されたということである(3)。これが脳幹内で呼

吸ニューロンどうしの結合が知られた最初の例である。このニューロン群の局在する領域

は Botzinger 複合体(以後 BOTと略す)と名付けられている。この素姓のはっきりしたニュ

ーロンを詳しく解析することにより呼吸リズム生成機構の手掛かりが得られる可能性が大

いにあると思われる。 

呼吸中枢は神経性に、また体液性に他からの影響を大いに受けることが知られている。ま

ず大脳皮質からの影響があることは呼吸を意志でコントロールできることよりわかる。ま

た睡眠系と密接な相互作用があることは REM 睡眠時に呼吸系の動揺が起こることより知ら

れる。中枢と末梢にあるとされる化学受容器からは直接的にコントロールされる。肺の受

容器からの呼吸反射は古くから調べられている。上気道、特に喉頭に存在する受容器から

も大きな影響が呼吸中枢に及ぼされる。この中でも上喉頭神経を経由する求心系からの影



響は特に大きく上喉頭神経反射として知られている(7)。この呼吸系を末梢から修飾する系

の解析はそれ自身重要なことであるとともに、それを通じて呼吸リズム生成の中枢機構解

明の手掛かりを与えてくれる可能性がある。 


